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ＯＷは、オーストラリア教育科学訓練省によって支援されたオーストラリア・オンライン ・ 研究プロジェクトの略称である。 オーストラリア国立図書館が、参加機関二八大学のＩＲのハーベストを行い、約二六万件のレコードを統合検索することができる。収録対象は、学位論文、雑誌論文、図書の章別論文などに加え楽譜、映像 画像の書誌情報も含まれている。トは二〇〇八年一二月で終了したが 現在も引き続き公開されている。
　ＡＲＲＯＷは検索機能が非常にすぐれて
おり、検索結果が、機関ごと、年代ごとサブジェクト、著者別に提示されるため、
絞り込み検索が簡単であると同時に、各機関における研究蓄積の濃淡がテーマ別・地域別に一目瞭然である。ただし、各機関のＩＲに収録されているレコードがすべてアップロード わけではない点に注意する必要がある。まずＡＲＲＯＷで横断検索をした上で、各自の個別のテ マや国・地域に強い大学のＩＲをさらに検索する方法をとるのがよいだろう。
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オーストラリアの四一大学の修士論文と博士論文の検索とフルテキストへのアクセスが可能。同プログラムは、ＡＲＲＯＷにも登録されている。
　以上、本稿では、オランダとオーストラ
リアのＩＲを中心に概観した。はじめにあげた、東南アジア研究の第三の担い手である、現地における教育・研究機関によるＩＲについては、他稿を参照されたい
（きたむら 　ゆみ／京都大学東南アジア研究所助手）
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